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〈学校教育目標〉「ふるさとに誇りをもち たくましく生き抜く 子どもの育成」 文責：佐藤

７月１４日（木）、由利本荘警察署員伊東様とスクール・サポーター小関様、岩城駐

在所竹谷様をお招きして、避難訓練（不審者侵入想定）と防犯教室を行いました。今回

のねらいは４つです。①指示を正確に聞き取り、落ち着いて自分の安全を守り、行動す

る能力を養う。②児童・職員が安全かつ迅速に行動し、短時間で避難できるようにする。

③職員の任務を確認し、協力体制を確立するとともに、正確な情報収集と伝達に努め、

児童の安全を確保しうる体制づくりをする。④日常生活の中に潜む様々な危険を予測し、

危険を回避し安全な行動をとることができるようにする。また、防犯上の課題に対して、

的確な思考・判断に基づく適切な意志決定や行動選択ができるようにする。

３校時が始まって間もなく、教室の中をのぞいている不審者を発見しました。危険を

回避するために、３年生は先生の指示に従って職員室に連絡を入れて、素早く体育館へ

避難しました。放送の指示に従って全校児童が体育館へ避難完了しました。

防犯教室が始まってすぐ「真剣に避難することができましたか？」と質問されました。

にやけてふざけた様子の子どもが見受けられたようで、「練習をしっかりできないと本

番では命を守ることはできない。」と厳しく指摘されました。５月の避難訓練でも同じ

ことを消防隊の方から注意されていますので、本気モードで訓練できなかったことを非

常に残念に思いす。ねらい①④を達成できない人がいたということです。

講話では、どんな人が不審者と言えるのか（危険な人・体に触る人・どこかへ移動さ

せる人・怖いことや嫌なことをする人）を考えたり、ＤＶＤ「あっ！あぶない。君なら

どうする」を視聴してとるべき行動を考えたりしました。夏になると衣類が薄手になり

ますが、肌の露出を抑えることも防犯には大切なことだというお話もありました。「い

か・の・お・す・し」についての確認もしたところ、１・２年生がしっかり質問に答え

ることができていて驚きました。

最後に、２年今野＊＊さんが「命を守る行動をします。」、４年佐々木＊さんが「いか

のおすしを守ります。」と感想を発表してくれました。

２３日からは夏休みです。今日学んだことを生かして、どう行動したらよいか自分で

考え、判断、実行できるようがんばってほしいです。



いわきっこのがんばり

○令和４年度秋田県少年少女陸上競技大会

女子コンバインドＢ ５位 ６年 伊藤 ＊＊(1566点)

女子コンバインドＡ ６位 ６年 吉尾 ＊＊(1552点)

女子８００ｍ １５位 ６年 池田 ＊＊(2'42"10)

○第７５回秋田県珠算競技大会

小学校の部 団体競技 第３位 由利本荘市立岩城小学校

６年 藤沢 ＊＊＊

６年 堀井 ＊＊

６年 進藤 ＊

今年度の「放課後子ども教室（キピー）」が、７月１４

日（木）に始まりました。申込みをした１・２年生が木曜

日の１４：３０～１５：３０の間、頭を使ったり体を動か

したりして活動します。

コーディネーターの伊藤敏郎先生をはじめ、佐々木了三

先生、伊藤利子先生、小林悦子先生の４名の先生方が指導

してくださいます。先生方のお話をよく聞き、ルールを守

ってけがのないようにし、楽しい活動にしてほしいと思い

ます。

活動予定日

８／２５ ９／ ８ ９／１５

１０／１３ １０／２０

１１／１０ １１／１７ １１／２４

１２／ １ （今後９回の予定）

※ 昨年度は新型コロナウイルス感染防止のため、

１年生、２年生が交互に活動しましたが、今年度

は無理のない人数と判断し、合同で活動します。

７月10日（日）は暑い日でしたが、３人とも素晴らしいがんばりでした。


